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航空事故調査委員会議決（空委調第３５号）
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委員　諏訪勝義
委員　上山忠夫
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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

京浜ソアリングクラブ・所属萩原式Ｈ－２３Ｃ－２型ＪＡ２０６５は，昭和５１年３月２８日１６ 

時４１分ごろ，千葉県東葛飾郡関宿町，関宿滑空場において，着陸滑走中，滑走路脇に駐機し 

ていたアレキサンダーシュライハーＫ８Ｂ型滑空機に接触し，両機とも小破した。

当該機には機長のみとう乗していたが死傷はなかった。

１．２　航空事故調査の概要

昭和５１年４月３日～４日　現場調査

１．３　原因関係者からの意見聴取

昭和５１年４月２６日　意見聴取



２　認定した事実

２．１　飛行の経過

機長は事故当日，第１回目は１３時４２分に滑走路３６から離陸し６分間の飛行を行い，第 

２回目として１６時３６分に滑走路１８から離陸した。上昇及び場周経路の各旋回も順調に行 

われ，滑走路末端から約３００メートルの地点において高度約３００フィートで第４旋回を実 

施し対気速度約８５キロメートル／時で最終進入経路に入った。第４旋回を終了した段階でダ 

イブブレーキを全開にした。機長は滑走路に機軸を合わせ降下進入を行っていたが，接地が近 

づいた段階で接地点付近に水溜りを発見し，これを避けるため進入経路の方向を僅かに左に変 

え，そのままの経路を設定接地点から左に約５メートルの地点に接地した。機長は接地後，左 

前方に駐機していた滑空機が意外に接近していることに気づき，右ラダーペダルを踏んだが間 

に合わず，同機の左主翼先端が駐機していた滑空機の右主翼下面に接触し同下面を擦過した後， 

同機のキャノピーに接触し右に偏向して約３０メートル滑走した後停止した。

２．２　人の死亡，行方不明及び負傷

死傷
とう乗者

乗組員 その他
その他

死亡　０　－　０

重傷　０　－　０

軽傷　０　－　０

なし　１　－　

２．３　航空機の損壊の程度

小破

２．４　航空機以外の物件の損壊

駐機中の滑空機（ＪＡ２１８１）小破

右主翼下面リブ（翼端から２．２メートル）小骨１本折損，及び同部ガセット破損

キャノピー破損



２．５　乗組員に関する情報

機長　昭和１９年６月６日生

自家用操縦士技能証明書（滑空機上級）　第６４９９号

昭和５０年８月２６日取得

第３種航空身体検査証明書　第３１６５０７０６号

有効期間　昭和５０年９月１９日から昭和５１年９月１８日まで

総飛行回数　２３０回

単独飛行回数　８３回

２．６　航空機に関する情報

型式　萩原式Ｈ－２３Ｃ－２型

　製造年月日　昭和４０年３月１５日

製造番号　第７９号

耐空証明書　第５０－１１－１３号

有効期間　昭和５０年１２月１４日から昭和５１年１２月１３日まで

総飛行時間　１，０４６時間１７分３０秒（１２，５５９回）

前回検査後総飛行時間　１６時間０４分３０秒（１９３回）

２．７　気象に関する情報

機長の口述によれば事故当時の気象は晴，視程１０キロメートル以上，風向１８０度，風速 

２～３メートル／秒であった。

２．８　航空機の損壊に関する情報

１　左主翼先端に凹み

２　左主翼下面リブガセット破損（翼端から１．２メートル）

３　左エルロンマスバランス取付部破損



３　事実を認定した理由

３．１　解析

ＪＡ２０６５の機長は適法な資格を有していた。ＪＡ２０６５は有効な耐空証明を受けており， 

事故前の飛行及び事故後の同機の調査からは同機に不具合があった証拠は認められなかった。 

機長の口述から最終進入までの飛行は異常なく順調に行われたものと認められる。最終進入の 

途中から接地に至る最終進入経路が滑走路軸線に対し左斜め方向であったことは，機長の口述 

から、接地点付近の水溜りを避けるために機長が自ら経路を変えたものであり，また接地後同 

機が左に偏向したまま直進したことは，そのままのコースでも支障はないと判断したことによ 

るものと認められる。

接触された滑空機は設定接地点を含む滑走路軸線から約１５メートル外側に駐機していたが， 

その間隔はやや近かかったものと考えられる。

４　結論

（１）　機長は適法な資格を有していた。

（２）　ＪＡ２０６５は有効な耐空証明を有しており，事故前に機体に不具合があった証拠は認めら 

れなかった。

（３）　機長は接地前，接地点付近の水溜りを避けるため，進入経路の方向を僅かに左に変えたが， 

そのままのコースでも着陸滑走に支障はないものと判断していた。

（４）　接触された滑空機の駐機場所は滑走路にやや近かかったものと考えられる。

原因

本事故は，機長が水溜りを避けるため着陸進入経路を変えても，駐機中の滑空機と接触するこ 

となく着陸できるものと誤判断したことによるものと認められる。

なお，地上駐機が滑走路にやや接近しすぎていたことも関与していたものと考えられる。



４　結論

（１）ＪＡ５１６１の機長は適法な資格を有しており，飛行経験及び身体状態は事故原因に直接関 

連がなかったものと推定される。

（２）ＪＡ５１６１は適正な耐空証明を有していた。

（３） 左主脚サイドリンクサポート取付部リブが事故発生以前に，すでに一部疲労破壊し上記サ 

ポートの位置にずれを生じていたものと推定される。

（４） 前項の結果サイドリンクがオーバセンターしない状態となり，右旋回を行ったことにより 

発生した横方向の力によって左主脚が折れこまれたものと推定される。

原因

本事故は左主脚サイドリンクサポート取付部リブが疲労破壊していたため，これに起因する 

サイドリンクサポート位置のずれにより，サイドリンクがオーバセンターしない状態で着陸後 

右旋回を実施したことにより発生した横方向の力によって左主脚が折れこまれたことによるも 

のと推定される。

所見

本事故は，製造後総飛行時間約３，７００時間，総着陸回数約６，０００回で，左主脚サイドリン 

クサポート取付部リブの疲労破壊に起因して発生していることから，同系列の型式機について 

は，飛行時間及び着陸回数を考慮して適切な上記部分の点検または検査を実施する必要がある 

と認められる。


